
アウトソーシングによる特定保健指導の予備的評価（第５報）

～保健指導の質の維持・向上のためのスタッフ研修会の概要と評価～
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】

20 年度より開始された特定保健指導に

、対象者の概要やメタボ指標に関する

確認できても、より良い指導実施のた

可欠とされる保健指導の質の維持・向

めの対策が報告されているケースは

ある。

】

ソーシングでは常勤の専門職が少な

、保健指導の標準化やレベルアップが

とされている。そこで、都内H保健指

において平成20-22年度に実施した特

指導担当者（看護師・保健師・管理栄

H20-782名、H21-1135名、H22-1311名）

修会の概要と評価を報告する。

】

月プログラム修了者への「終了時アン

」を実施した。

指導担当者への「年度事業終了時アン

」を実施した。

研修（特定保健指導の目的を理解し対

主体的な行動目標設定のための手法

）H20-21 年度は単回/H22 年度は 3 日

ベルアップ研修（ロールプレイを取り

前年度の課題解決・指導ツールの効果

用・成果を出す目標設定スキルの獲

実施し、終了時アンケートを検討した。

】

月で体重減少率 5%を達成した群（n＝

は 1ヶ月目で 2.0%の減少率、体重減少

達成した群（n＝832）は同様に 1.3％

率、体重減少率 2％を達成した群（n

2）は 0.7%の減少率であった（H21）。

健指導者（看護師 493 件・保健師 765

理栄養士 360 件）の資格による対象者

減少量の差は認めなかった（p>0.07）。

険種別による対象者の属性の差異（健

0-50 代男性/国保：7 割が 60 歳以上）

い。

タボリックシンドローム関連項目で受

域となる者の割合は 1 割〜 ４割、当施

設で設定した重症域の該当者は 4.6% 。

5）障害者、メンタル、重症疾患の既往や合

併などの様々なバックグラウンドを持つ対

象者が多い。

6）研修会終了時アンケート・基礎研修(H20

-22)では、①健診制度の理解:62.1-75.5-

85.9%、②行動目標･行動計画設定の流れの

理:57.5-46.9-66.7％、③行動変容や意識改

善への自信: 図れる 50.9-46.9%、指導してみ

ないとわからない 41.8-53.1%であった。レベ

ルアップ研修では、①行動目標･行動計画設

定の流れの理解:71.0％、②ツールの使い方

への自信:76.6％、③行動目標の設定への自

信:84％、④行動変容や意識改善への自信:図

れる 67.3％、指導してみないとわからない

25.3％であった。

【考察】

終了時に体重減少率４～5%を達成した対

象者は、1 ヶ月目で 1.3～2.0%の減少率を達

成している。このことから、6 か月に均一的

に体重が減少するのではなく、介入１ヶ月目

のトライアルが重要となることが示唆され

た。そのためには、初回の面接において、対

象者にいかに減量行動へのモチベーション

を高めるかがカギとなる。専門職といえども、

対象者の属性の差異、超重症域の対象者、

様々なバックグラウンドを持つ MetS の対象

者に効果的な保健指導を提供し続けるには

限界がある。今後、特定保健指導の成功のた

めには、これらの対応スタッフ研修等、保健

指導の質の維持･向上に創意・工夫を継続的

に実施していくことが重要と思われる。
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